
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

  

(資料)総務省統計局「消費者物価指数」より作成。 

日本経済のインフレ圧力は、さらに高まりを見せている。全国消費者物価指数は 8 月段

階で前年比 3%となり、食料品を除く総合であるコアは同 2.8%、さらに食料品・エネル

ギーを除くコアでも同 1.6%上昇となり、インフレ圧力が徐々に広範に拡大する傾向を示

している。今回のインフレ圧力は、穀物、エネルギー等から始まる国際的価格上昇と円安

が重なった結果であり、構造的要因として今後も同傾向が続くことが懸念される。日本銀

行は金融緩和政策の継続を決めており、円相場も 140 円台後半を睨み始めている。 

 

日本経済:インフレ圧力持続 
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